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★4 月例会案内「尾長天満宮」 

1 班担当：吉村 

・・・・・・・２ 

★2 月例会活動報告 

  「黄金山サクラ救出作戦」 

         北田 

・・・・・・・３ 

★各部会報告 

里 山  ：佐藤 

クラフト ：岩田 

環 研  ：佐々木 

・・・・・・・４ 

★安全ゼミナール⑦-1：鎌田 

★ひと枝を終えて：原田 

・・・・・・・・5 

★4 月・各部会の活動予定他 

・・・・・・・・6 

例 会 

 

 

倶楽部のメイン行事（原則第４日曜日） 
地域と共に活動。技術安全研修を実施。 

 

みんなで森づくり : 健康で生き生きした森を育てます。 

森を育てる技術を磨く : 森づくりを学び、日々実践・研鑽。 

森から学ぶ : 人と森との関わりを学びます。 

森の恵みを伝える : 恵みを利活用し、拡げる活動。 

『もりづくり 私にできることから』をモットーに活動 
 

もりメイト倶楽部Hiroshimaは 1997年から活動している団体です。

広島市周辺の里山等の整備や勉強会のほか、会員の得意分野ごとに多

彩な部会を設け、幅広い活動を展開しています。 

ぜひ一緒に、美しい森を未来に残し伝えるボランティア活動に参加

してみませんか。私たちはあなたの力を待っています！ 

広島市民賞、ひろしま県民活動県知事賞、広島ユネスコ活動奨励賞、 

全国林業普及協会会長賞など受賞歴多数。 

 

 １ 

～P3にて報告～ 

声かけあって 

事故を起こさない！ 

起こさせない！ 

目指そう  

安全・安心・楽しい 

森づくり活動を！！ 

 

サクラにからんだツルを取り除く～早春の黄金山にて～   Ｐ３例会報告 

◆株式会社ニシナ屋珈琲 ◆ゆめみらい株式会社 

◆株式会社東和テクノロジー ◆こだまクリニック 

◆公益財団法人 SOMPO環境財団 

 《 ご支援を誠にありがとうございます。順不同・敬称略 》 



◆日  時： 4 月27日（第４日曜）9 時０0 分～ 

 

 

 

が 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

◆持参物： 山の道具(道具の貸し出し有り)・名札・呼子（笛） 

 

 ◆申込み：4 月 16 日（水）までに各班長へ連絡。 
 

４月地域貢献例会  
 

《担当：１班》 

 

※担当班のメンバー＆リーダーは８時 15 分までに集合して下さい。 
 

「尾長天満宮鎮守の森」整備 

 

 

子ども達が楽しく遊べる安全で明るい

公園に  

写真は昨年の例会時、作業前に入念に打ち合わせを行う様子。 

５月例会は、第４日曜の２５日。３月の例会で雨のため順延となった「狩留家自然の森公園」にて行います。 

～雑木 ・竹藪伐採及び参道の整備他～  

 

◆集合場所： 尾長天満宮裏山駐車場 

 

 

※広島市東区山根町 33-16《広島朝鮮学園校門前》  

 ナビ検索位置：東区山根町 37-50 

 

 

 

 

※弁当は要りません。地元のご厚意でカレーを用意して下さいます。 

 

尾長天満宮での活動は 2009 年から始まり

ました。当時、山本理事長が二葉山をフィール

ドに尾長小学校の自然体験活動に関わってい

た際、同メンバーから「宮司自ら鎮守の杜の手

入れをしているが、一人では守り切れない、是

非力を貸して欲しい」と相談を受けたのが整

備を始めるに至った経緯です。 

これまで鎮守の杜と二葉山の景観を守るた

め、森の整備を通して、町内会、子ども会、近

隣の中高生と共に、森の大切さを共有し、地域

との交流の輪を広げてきました。古来の鎮守

の森を守る活動に、是非ご一緒して下さい。 

※ 新入会員、賛助会員その他参加希望の方は 事務局へ電話かメールでご連絡下さい。 

【 090-6419-7531 ：info@morimate-ch.com 】 

※ もりメイト倶楽部会員外の方は、例会参加費 500 円受付にてお渡し下さい。 

２ 

mailto:info@morimate-ch.com


 

 

 

■当日は、楠那公民館主催の「篠
しの

竹
たけ

の除伐」

のイベントも開催され、山本理事長と見勢

井顧問が指導者として参加、後に合流しま

した。朝のミーティングでは、山本理事長か

ら黄金山と楠那公民館、倶楽部との関わり

や経緯の説明を受け、楠那公民館の坂本さ

んから『もりメイト倶楽部の皆さまと地域

の皆さまで、黄金山の里山を守っていける

と感じて

います。 

これからもよろしくお願いします』と、挨拶をいただきました。 

■その後作業エリア説明の後、佐藤さん、鎌田さんから安全上の注意事

項について話しがあり、ラジオ体操を済ませ、班毎に作業用器具、工具を

準備し、作業エリアまで班ごとに移動しました。 

作業班は、A～Dの 4班編成とし、A班は入り口の篠竹、笹の伐採、枝

垂れ桜にからむツルの除去、立ち枯れサクラの伐倒。B班はヤマザクラ倒

木の処理。径 50㌢と大木のため、是非材を活用しようと、見晴らし場所

の椅子用に入り口の段まで運びました。C 班はヤマザクラ倒木の処理の後、ヤマザクラにからむツルの除去。

D班はヤマザクラにからむツルの除去と周りの除伐整理を行いました。いずれの持ち場もツルが元気！ 

■昼食後は雨を懸念して、早めに作業を開始。13時 30分頃より小雨が降り始めため、作業を切り上げ 14

時ころより下山をはじめ、最終班が公民館に到着したのは 14 時 30 分頃でした。公民館主催の篠竹の伐採

の除伐作業と合わせ、作業道からエリア入り口の景観がすばらしく良くなりました。 

黄金山サクラ救出作戦  ２月２３日（日） 

参加：２３名      ３班 北田 正仁 

 

 

 
 

参加：総勢 ２８名         ５班 高橋 清志 

 

 

2 月 
例会  

作業前のミーティング。楠那公民館前にて 

径 50 ㌢を超える大きなヤマザクラを前に(B 班)            黒一点。作業もはかどりました！（D 班） 

見晴らし場所：玉切りしたヤマザクラ。運ぶのに一苦労。  「楽しかった」と、体験参加された作業中の中山さんと木村さん。 

ヤマザクラの玉切り・鎌田さん 

３ 



■快晴 9：00～14：0０

参加者 12 名。当日は、

フィールド内で栽培し

ている椎茸の収穫と、昨

年ナラ枯れコナラを伐採し榾木として直径約

100mm×900mm 玉切り材 30 本へ、椎茸の棒駒

菌打ち込み作業（800 個₎を行いました。また、東屋

に倒れ掛かってナラ枯れしているコナラ（直径

300mm×樹高 19ｍ）の伐倒を併せて行いました。 

■椎茸の収穫作業は、初参加の広瀬さん、もりメイ

トキッズにて椎茸栽培指導修行中の佐々木環研部

会長が楽しんでいました。帰りに明野さんが家庭菜

園で栽培された九条ネギと、シイタケのおすそ分け

を頂き、晩酌は、焼椎茸・焼ネギをつまみに至福の

ひと時でした。里山での活動目標は、ナラ枯れ対策

（ｶｼﾉﾅｶﾞｷｸｲﾑｼ）・伐採材の薪や椎茸原木活用・伐採

木の萌芽再生（鳥獣食害対策）・身近な自然を楽しむ

場所としております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■少しずつ春めいて花粉

が飛び交うようになりま

したが、3 月は 16 名の

参加がありました。 

クラフト部会朝のミーティングは、和気あいあい

と茶を飲みながら、当日の作業内容・手順・安全の

確認をして作業に取り掛かります。 

■８日(土)は児童デイサービス「ゆうゆう」の木工

クラフトの材料作製を行いました。竹を半割してレ

ースコースを作り、竹のバリをサンダーで削る作業

をベテランが付き丁寧に指導。また、同時進行で車

の車体部分の製作に分かれての作業でした。 

■15 日、前日の予報は午後から雨でしたが、朝か

ら雨。５月 24 日(土)・25 日(日)の両日、旧市民球

場跡地ゲートパークで行われる広島市主催の「はな

のわマルシェ」に出店が決まり、準備作業と、倉庫

の棚卸作業を行いました。 

■「はなのわマルシェ」は、今回、俱楽部からは、

24 日（土）のエントリーのみとなりますが、当日に

向けて今後出店準備を重ねてまいります。是非とも

指導員として参加いただき指導員の楽しさ・難しさ

を学んでください(岩田までご一報ください)。 

最後に、昨年度のクラフト部会参加者は、５月の

「はなのわマルシェ」・11 月の「森の市」、同じく

11 月に開催された「秋のグリーンフェアー」の参

加者も含め 165 名の俱楽部員の参加者がありまし

た。事故もケガもなく１年間を終えることができ、

クラフト部会参加者の皆さまに感謝申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

■3月 23日に開催される 

第 4 回キッズの打ち合わせを

行いました。今年度最後の主

なプログラムは「シイタケ菌打ち体験」。どのように進めていくか、

シイタケの菌打ち以外のプログラムはどうする？等々話を詰めて

いきました。今回は特に準備物が多いので、事前に詳細なリストを

作ることが重要。■環研では、倶楽部の特徴を活かせる内容でプロ

グラムを構成していくことが大切と認識し、毎回打ち合わせを重ね

ています。今回は間伐材を利用した原木を用いての菌打ちです。 

里山部会  

3月 9日：小川 F 
クラフト部会  

３月８ ・ 15 日  

 

見事なシイタケ！ 菌打ち作業の広瀬さん(左)と、佐々木さん。  半割タケのバリをとる富安さん。  タケを切る沖野さん。 

環境教育研究部会  

3月３日：ミーティング 

昨年のもりメイトキッズでの
シイタケ菌打ち体験のようす。 

 

シイタケ菌打ち込み職人になりました 

～広瀬祥子さん(4班)の談話～ 

『佐藤さんのお誘いで、今回初めて里山部会の活

動に参加しました。木漏れ日に癒されながらトント

ンと軽快なリズムでシイタケ菌を原木に打ち込む作

業に集中。その空間はまさに”大人の秘密基地“で、自

然の中で過ごす時間がとてもリフレッシュできまし

た。今回打ち込んだシイタケ菌が成長し、収穫でき

るのは 1 年半後。想像するだけでワクワクします。』 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

■木の高さ・重心の判断リスク ― 見上げ時・幹の傾き・枝葉の伸び方 

■危険範囲の判断リスク ― 樹高～2倍以上(真下) 

■危険範囲内の活動者 ←危険意識のずれ→ 伐倒者 

■伐倒者の退避場所―3ｍ(時として 6ｍ)以上(至近危険の外へ)  

 

                            

                                    ・真上―(熟練者・ロープ引きの対応) 

                                         ―はね上がり・ずり落ちなど 

                                       ・等高線の上と下 15度以内―安全 

                                         ―はね上がりなどのリスク 

                                       ・伐木と伐倒者の立つ位置リスク 

                                         ―追い口、切り口時を考えて受け口を。 

                                          （伐木の上になる位置を取る） 

 

  

 

  

 

 

 安心・安全への道  

～ヒヤリハットとその前までの 

予知能力を身につける～ 

新コーナー 

安全ゼミナール 

いつも例会で安全を喚起して下さる鎌田さんによって「安心、安全への道」をテーマにしたコラムです。 

みんなで楽しく作業し、目標を目指すには、何よりも安全の確保！しっかり学んでいきましょう。 

⑦-1 斜面 (等高線の上 )での伐倒 (者 )に関わるリスク   

 

 

原田 澄 

 

▼『おはようございます。先日はお世話になりました。会報の「今月のひと枝」は、原田さんのコーナーだった

のですね。顔と名前が一致してなくて・・。 

いつも、植物が生き生きと描かれていて、その描写力と、さりげないけど大切なことが詰まっている文章は素晴

らしいなと思っていました。今日、改めてこのコーナーを見返してより一層、その感を強くしました。(まだ、こ

の俱楽部にお世話になって２年なので原田さんの描かれたもののほんの一部ですが) 私は登山が趣味です。な

かなか植物が覚えられないので、これをハンドブックにして持っていきたいくらいです。このコーナーが終わっ

てしまうのは残念ですが、これまで楽しませて頂きありがとうございました。本当に長い間、ご苦労様でした。』 

～平田早苗(4 班)～ 

 

 

 

■伐倒方向とリスクー伐り残しなしのリスク(方向変化) 

 

５ 

▼『ひと枝のこれまでの連載、お疲れ様でした。私は育成講座に入ってからしか見てないけど、いつも澄さんの

優しい言葉でその特徴を伝えられている文章に、植物に対する尊敬と愛を感じて、こちらまで優しい気持ちに

なれるコラムでした。』(いずれも原文のまま)             ～小浜愛香(1 班)～ 

 

 

番外編；「ひと枝」を終えて 

３月号の会報が発行された翌朝、例会でご一緒した平田さんからすぐに下

記のメールが届きました。何よりの励ましとねぎらいでした。嬉しかった！  

もりメイト養成講座(現育成講座)の 1 期生だった私、「植物の名前を覚え

るには画を描くといいよ」と教わり、描き始め、いつの間にかここまでたど

り着きました。「継続は力」、続けてこられた事に感謝です。最後に、沢山の

植物たち、今月の一枝の題字を書いて下さった京華ちゃん、ありがとう！ 

※質問お寄せください⇒ info@morimate-ch.co 

m 

―障害物(倒木、かん木など)の除去― 

mailto:info@morimate-ch.co　m
mailto:info@morimate-ch.co　m


■日時 ：４月 13 日(日)９:00～15:00 

■場所： スクゥスクゥの森(妙國寺)：環境整備 

萌芽保護(玉ねぎネット活用₎、薪小屋整備 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

  

 

 

 

 

 

 

～フィールド内の山桜・コバノミツバツツジ花見！～ 

■地域貢献水路清掃(小川フィールド 8 時から) 

■持参品：水筒・弁当・山の道具 

■連絡先：佐藤 090-1682-6305 

satoken069@yahoo.co.jp 

メール希望 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

倶楽部には多彩な部会もあります。いろいろな活動にチャレンジしてみてください 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会員の種類 

年会費 
お申込み方法 

会費・ご寄付の振込先 

もりメイト倶楽部 Hiroshima は、「森の再生と自然保護を図る市民の森づくり活動」の先頭に立って 

森林保全の整備活動を展開しています。会員への技術研修や安全講習会などを開催する他、山で採れた 

木材を利用した木工クラフトの作成指導、青少年等に森林管理の重要性を伝えています。 

私たちの活動に共感、賛同して一緒に活動していただける方、またはご寄付を募集しています。 

 

【個人会費】： 3,000 円 

【企業会費】：50,000 円 

 

【広島銀行 白島支店】（普）３２８３３８３ 

【ゆうちょ銀行】１５１７０－１８０２９２９１ 

《口座名》：トクヒ）モリメイトクラブヒロシマ 

下記まで電話、又はメールで 

【電話】090-6419-7531 

【Email】info@morimate-ch.com  

 

 会員＆ご寄付の募集  
 

【正会員】 ：倶楽部の実作業と組織運営に積極的に関わる、個人及び団体。 

【賛助会員】：倶楽部の事業を支援するために入会した個人及び団体。 

 

５月号の会報発送作業は下記の通り行います。 

都合のつく方は参加よろしくお願い致します。 

■日時：４月３０日（水）１８：００～ 

■場所：袋町市民交流プラザ 3F 

 

里山部会  

【2025年度キッズ打合せ】 

■4月7日（月）18：30、袋町プラザにて行います。 

スタッフ募集中！希望の方は佐々木まで連絡ください 

【キッズフィールド整備】 

■日時：4月20日（日）9：30 Bフィールド集合 

■場所：大竹市松ケ原キッズフィールド 

■内容：フィールド整備、薪割りなど 

■連絡先： 佐々木  

 sasaki@morimate-ch.com 

 

環研  
部会 

「作りたいクラフト作品」お手伝いします！ 

アイディア募集！～参加お待ちしています～ 

■5 日、12 日(各土曜)鹿ヶ谷で作業 

■連絡先：岩田 080-5751-3798 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

クラフト 
部会 

 

メール便への投稿待ってます!! 

気付きや感動した体験。「こんな事やって

います」などの情報提供。お薦め本など、

なんでも welcome。ハンドルネームで！ 

to-po@morimate-ch.com 

 

 

６ 

 

●４月から新年度に入りました● 

会を運営していく中で、皆さんの会費が 

大きな支えとなっております。 

個人年会費は 3,000 円、振込先は下記の通り

です。どうかよろしくお願い致します。 

 

年会費納入のお願い  

mailto:satoken069@yahoo.co.jp
mailto:sasaki@morimate-ch.com
mailto:to-po@morimate-ch.com

